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第７次 三春町長期計画 

基本構想   平成 27年度～平成３６年度 

前期基本計画 平成27年度～平成３１年度 

－概要版－ 

「豊かな自然・歴史・文化に育まれ 

      未来に輝く元気なまち 三春」 

～いつまでも住みよい自慢し合えるまちづくり～ 

 

平成２７年４月 

福島県三春町 
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基本構想 

基本計画 

基本構想 

・まちの将来像 

・基本目標 

基本計画 

・現状と課題 

・施策の展開 

具体化 

第７次三春町長期計画とは 

１ なぜ、この計画がつくられた？ 

三春町では、平成 18 年度に策定した第６次三春町長期計画に基づいて各種施策を実施

し、まちづくりを進めてきました。 

しかし、計画策定時に想定していた以上の人口減少や少子高齢化の進行、計画策定時に

は想定していなかった福島第一原子力発電所事故に伴う放射性物質による環境汚染・風評

被害など、本町を取り巻く現在の状況は大きく変化しています。 

このような本町を取り巻く急激な社会状況の変化に対応するために、震災・原子力災害

からの復興・発展も含めて、このたび第 7 次三春町長期計画を策定しました。 

 

２ どのような内容？  

長期計画は、すべての行政活動の基本となる町の最上位に位置する計画です。本計画で

は、町の目指す姿（将来像）や目標を設定するとともに、これらを実現するための施策の

方向性について明らかにしています。 

 

３ 計画の構成 

長期計画は、基本構想及び基本計画で構成されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 計画の期間 

基本構想は、１０年後にあたる平成３６年度を目標年次とします。基本計画は、平成２

７年度から平成３１年度までの 5 年間を計画期間とし、5 年後に改めて策定することとし

ます。 

 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 

基本構想      
 

    

基本計画     
 

     

 

．．． 

１０年 

５年 ５年 

各個別計画 

行財政 都市 

介護福祉 農業 

商業 ．．． 
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基本構想 

１ 三春町の将来像 

私たちが描く10年後の三春町は、先人から受け継いできた美しく豊かな里山の恵みと、

いにしえの時代から近現代の長きにわたり息づく歴史文化遺産を最大限に生かしながら、

三春町に住む人、だれもがまちづくりの主役として、地域に誇りと愛着を感じられる“活

気”に満ちたまちです。 

そのため、三春町が目指す将来像を次のとおり定めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 基本理念 

将来像を実現していくためのまちづくりの基本となる考え方として、基本理念を設定し

ます。本計画では、昭和 55 年に制定された三春町民憲章を基本理念として、まちづくり

を進めていきます。 

  

「豊かな自然・歴史・文化に育まれ未来に輝く元気なまち 三春」 

～いつまでも住みよい自慢し合えるまちづくり～ 

三春町民憲章 

一 豊かな自然を愛し、美しい町をつくりましょう。 

一 歴史と文化財を大切にし、ゆかしい町をつくりましよう。 

一 思いやりのある心を育て、うるおいのある町をつくりましよう。 

一 スポーツに親しみ、明るい町をつくりましよう。 

一 働くことを尊び、活力のある町をつくりましよう。 



- 3 - 

 

３ 基本目標 

将来像を実現するために、６つの基本目標を設定し、まちづくりを推進していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標１ 誰もが安全安心に暮らせる

まちづくり 

 東日本大震災の教訓を生かし、災

害時等にも、全ての町民が安全安

心に暮らすことができる災害に

強いまちづくりを推進します。 

 町民の安全な生活を守るため、交

通安全対策、地域防犯対策、消

防・救急体制の充実など各方面の

危機管理体制の整備に取り組み

ます。 

目標２ 住みよい美しい環境で暮ら

せるまちづくり 

 これまでに整備してきた都市的

な生活基盤整備を維持管理して

いきながら、生活の質を高める取

り組みを推進します。 

 環境に配慮した循環型社会を形

成し、環境美化の推進により、都

市的な環境と自然が共生するま

ちを目指します。 

目標３ 豊かな心と文化を育むまち

づくり 

 子どもを安心して産み育てるこ

とのできる環境づくりを推進し

ます。 

 町民一人ひとりが、夢と誇りを持

つとともに、幼児学校教育や生涯

学習、文化、スポーツなどを通じ

感性を育み、若い人もお年寄り

も、全ての人々がお互いを大切に

し、生きがいをもって生活できる

まちを目指します。 

目標４ 誰もが健やかに暮らせるま

ちづくり 

 保健・医療・福祉体制の充実を図

り、障がいのある人もない人も、

誰もが一人の人間として尊重さ

れ、支え合い、安心や安全、ゆと

りを感じながら、健康で生きがい

をもって暮すことのできるまち

を目指します。 

目標５ 産業が育ち魅力と活力にあ

ふれるまちづくり 

 町が潤い、町民が豊かさを感じる

ために、地域の産業の活力を生み

出し、地域特性を活かした産業の

振興を創造し、持続的に発展する

まちを目指します。 

 地域のもつ資源や特性を活かし

た多様な交流と連携を推進する

ことにより、地域間交流や国際交

流・定住促進など、人で賑わう、

魅力と活力にあふれたまちを目

指します。 

目標６ 協働と町民参画による自立

したまちづくり 

 コミュニティ・ボランティア活動

を支援し町民参画を充実してい

くとともに、三春町町民自治基本

条例に基づいて、三春町が進めて

きた協働のまちづくりを推進し

ていきます。 

 計画的かつ効率的な行政運営に

努め、的確な町民ニーズの把握、

迅速な行政情報の提供により、自

立したまちづくりを目指します。 



- 4 - 

 

４ 将来の見通し 

（１）人口 

日本の総人口そのものが減少している中、全国の多くの市町村において今後の人口減少

が予測されており、本町における将来人口を単純推計した場合、平成３６年度終了時点で

は、１４,５６０人と推計されます。 

今後、教育・子育て環境、福祉の充実や住環境の向上などに取り組み、定住人口の増加

や人口減少を抑制していくことがより一層重要となります。このような考えに基づいたま

ちづくりの方向性を前提に、平成３６年度末における人口を１５,０００人と想定します。 

【平成３６年度末の想定人口：１５,０００人】 

 
※ 出典 平成 2 年～平成 22 年まで国勢調査 平成 27 年～平成 37 年はコーホート法による町独自推計 

（２）財政 

三春町では、将来のあるべき姿を展望した長期的な観点から、借入金を利用した事業を

行う一方、確実な定期償還や繰上償還を行い、借入金の残高は減少しており、財政状況は

年々改善されている状況にあります。 

しかしながら、他の類似団体と比較すると、財政状況の更なる改善が必要です。また、

国の財政状況は少子高齢化等の要因によって悪化が進み厳しい状況にあります。 

このため、町としては財政健全化の努力・強化を図るとともに、中長期的視点に立って、

身の丈に合った堅実な財政運営を行うよう引き続き取り組んでいきます。 

なお、平成３６年度までの町債残高の見通しは次のとおりです。 
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基本計画 

基本計画は、三春町の将来像を実現するため、今後５年間進めていく取り組みを体系的に

示したものです。基本構想で設定した６つの基本目標に基づき、施策を展開していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 除染対策等の加速化 
・ 放射線管理・健康管理の実施 
・ 福島県環境創造センターの利活用 
・ 風評被害払拭の推進 
・ 避難者支援の継続 

目標１ 誰もが安全安心に暮らせ

るまちづくり 

東日本大震災復興分野 

防災災害対策分野 

交通安全・防犯分野 

・ 災害対応能力の向上 
・ 災害に対する備えの充実 
・ 河川改修の推進 

・ 交通安全対策の充実 
・ 防犯対策の充実 

・ 上水道の適正な維持管理 
・ 下水道の普及促進 
・ 下水道の適正な維持管理 
 

目標２ 住みよい美しい環境で暮ら

せるまちづくり 

道路・公共交通分野 
・ 道路維持管理の充実 
・ 公共交通網の充実 

・ ごみ減量・リサイクルの推進 
・ 環境美化対策の推進 
・ 省エネルギー・新エネルギー取組

みの推進 

・ 住宅分譲地の早期分譲 
・ 住環境の向上 
・ 町営住宅の維持管理 

・ 良好な景観の形成 
・ 調和のとれた土地利用の推進 
・ 空き地空き家対策の推進 

上下水道分野 

環境リサイクル・新エ
ネルギー分野 

住宅政策分野 

景観維持・土地利用分
野 

・ 妊婦・子どもの健康推進 
・ 子育て相談支援の強化 
・ 子育ての経済的負担の軽減 
・ 子育てと仕事の両立支援 

・ 少子化に伴う教育環境の充実 
・ 確かな学力・生きる力の育成・環

境の構築 
・ 安全安心な教育環境の構築 

・ 家庭教育の充実 
・ 地域による健全育成環境の構築 
・ 校外学習の充実 

・ 生涯学習・文化環境の充実 
・ スポーツ振興の充実 

子育て支援分野 

幼児教育・保育分野 

学校教育分野 

青少年健全育成分野 

・ 幼児教育・保育内容の充実 
・ 幼児教育・保育環境の充実 

生涯学習・文化・スポ
ーツ分野 

目標３ 豊かな心と文化を育むま

ちづくり 

基本目標 政策分野 

 

まちづくりの施策 
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・ 健康診査・保健指導の充実 
・ 健康づくり体制の整備 
・ 感染症対策の推進 

・ 地域医療の充実 
・ 国民健康保険制度の健全運営 

・ 介護サービスの維持・充実 
・ 地域包括ケアシステムの構築 
・ 生きがい対策の推進 

・ 障がい福祉サービスの充実 
・ 障がい者相談・地域による支援体

制・環境の充実 

健康づくり分野 

地域医療分野 

高齢者福祉分野 

障がい者福祉分野 

目標４ 誰もが健やかに暮らせる

まちづくり 

・ コミュニティ活動の充実 
・ ボランティア活動への支援 
・ 男女共同参画の推進 

・ 広報活動の充実 
・ 広聴活動の充実 
・ 情報公開の充実 

・ 行財政改革の推進 
・ 役場庁舎の整備検討 
・ 公共施設等の維持管理 
・ 人材の育成 
・ 地方分権・広域行政の推進 

町民参画推進分野 
目標６ 協働と町民参画による自

立したまちづくり 

広報広聴・情報公開分
野 

行財政経営分野 

・ 担い手の育成確保 
・ 水田の維持保全 
・ 農業の６次産業化の推進 
・ 森林資源の再生 

・ 商業の活性化 
・ 工業の振興 
・ 雇用の促進 

・ 通年型観光の推進 
・ 受入態勢の整備 
・ 観光ＰＲの推進 

・ 桜の保護・利活用 
・ 文化財保護・利活用 
・ 伝統芸能の保護 

・ 地域間交流の推進 
・ 国際交流の推進 
・ 定住化の促進 

農林業分野 

商工業分野 

観光振興分野 

歴史・文化財保存活用
分野 

交流・定住促進分野 

目標５ 産業が育ち魅力と活力に

あふれるまちづくり 

基本目標 政策分野 

 

まちづくりの施策 
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第７次三春町長期計画 

－概要版－ 

平成２７年４月発行 発行者／三春町 

〒９６３－７７９６ 福島県田村郡三春町字大町１番地の２ 

TEL：0247-62-8125 FAX：0247-61-1110 

ホームページ：http://www.town.miharu.fukushima.jp/ 

編集／総務課企画情報グループ 

三 春 町 


